






























─  「子どもと言葉Ⅰ」の場合  ─
The report of Hijiyama-university style active learning lesson





























































































図 1  溝上 （2014） が示したウッズ （2001） の図より一部抜粋
（2）外化
外化の実践事例として，ある班の発表の様子を再現することとする。（S1，S2 は司会者）



























S2「さっちゃんは 1 歳になりました。1 歳児担当は K 先生です。」（写真 4）









S1「さっちゃんは 2 歳になりました。2 歳児担当は N 先生です。」（写真 5）




















する」を象徴する 4 つのキーコンピテンシー（自立・想像・共生・創造）を習得させるために 12
の学修スキルを総合した「4 × 3 の比治山力」を設定している。
本授業実践の検証にあたっては，比治山型アクティブ・ラーニングに基づいて学生自身が行った
自己評価を基にして考察を加えることとする。












































































形式の学習内容の残存率が 5％であるならば，90min × 5％  ＝  4.5min である。一方，教えること
を規準にすればアクティブラーニングによる残存率は 90％であるから，90min × 90％  ＝  81min
である。単純計算ながら 81 ÷ 4.5 ＝  18 であるので 18 倍の時間をかけることができる計算になる。
この数値は理想値であるにしても，講座での学習内容全体を網羅できる形でアクティブラーニング
の課題設定を行えば問題はない。
あとは，学び手としての学生の学習に対するモチベーションの維持が課題である。週 1 コマの授
業で授業と授業の間に自ら資料収集を行ったり，原稿を作成したりと，学生個人の学びに委ねられ
る部分が多いのは事実である。学生のこうした学修を維持できるように支援する授業担当者の授業
力も問われることとなる。
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